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1１．はじめに
　2011 年 8 月から 2012 年 6 月まで、大阪市立大学大学史資料室では、第 24 回展示として「モ
ダニズムの学舎と建築家伊藤正文──大阪市立大学昭和初期学舎群──」を開催した。大阪
市立大学に残るモダニズムの学舎とその設計を担当した建築家・伊藤正文に焦点を当てた企画
で、学舎群の図面や写真の展示を通して、大阪市立大学に残る建築の魅力を改めて見直そうと
するものであった。
　大阪市立大学のキャンパスには、昭和初期のモダニズム建築の特徴を示す学舎群がある。シ
ンプルな形態ながら、リズムよく並ぶ柱型や窓が目を惹く。これらの学舎群は、大阪市立大学
の前身である大阪商科大学の学舎として建てられたもので、1933（昭和 8）年から 1935（昭和
10）年にかけて建設された。
　近年、モダニズム建築の再評価や保存運動が重要な意味を持ちはじめている。1988 年にオ
ランダで設立された国際学術組織 DOCOMOMO は、モダニズム建築の歴史的・文化的重要性
を認識し、その記録調査と保存を訴えている（1）。また UNESCO では、モダニズム建築を世界
遺産リストに登録している（2）。このような流れのなかで、大阪市立大学の学舎群は昭和初期の
モダニズム建築として評価されている。例えば、DOCOMOMO の運動に賛同した日本建築学
会近畿支部による試み、『関西モダニズム建築 20 選』のなかのひとつとして選ばれている（3）。
1 号館（旧大阪商科大学学部棟）は国の登録有形文化財に登録されている。「国指定文化財等デー
タベース」によると「全体的にクラシックな構成だが、簡略化した柱型や庇による水平線の強
調などによる新たな造形志向が顕著」と評されている（4）。建築当時の建築雑誌『新建築』には、
昭和8年建築の学舎群が取りあげられ、「建築は明快な近代調を帯びた意匠で、細部には稍フラ
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　（1）　DOCOMOMO は Documentation and Conservation of buildings, sites and neighbourhoods of the 
Modern Movement の略である。20 世紀の建築における重要な潮流であったモダン・ムーブメントの
建築遺産の重要性を広めること、その調査や保存を進めることを理念に掲げる。
　（2）　人類が過去から引き継ぎ、未来へと伝えていかなければならない遺産を世界遺産とし、1972 年の
UNESCO（United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization）総会で『世界の文化遺
産及び自然遺産の保護に関する条約』として定義している。
　（3）　芦屋市立美術博物館、築地仁、鈴木理策：関西のモダニズム建築 20 選、 2001、淡交社 
　（4）　文化庁国指定文化財等データベース 1997-2012（http://kunishitei.bunka.go.jp/ bsys/index_pc.asp）
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ンス風なものを見ることが出来るが全體として学校建築として推賞するに足るものである」（5）
と記されている。
　なお、これらの学舎群については、中嶋節子による「大阪市立大学杉本キャンパスの近代建
築について：近代モダニズム建築をめぐる一考察」に建設の経緯や高商部、予科、体育館、大
学学部、図書館・研究室の 5 棟に関する建築的概要が詳細に論じられている（6）。中嶋によると、
学舎群の建築的特徴は、「幾何学形ボリュームの抑制の効いた組み合わせ」「平板面（壁・窓）
と柱形・庇による立面構成」「壁面上を自由に展開する庇の処理」「幾何学形の細部意匠の採用」
であると整理されている。
　本稿では、中嶋論文を前提としながら、より詳細な造形的側面に着目し、大阪市立大学に残
るモダニズム建築の特徴を明らかにする。さらに、中嶋論文では触れられていない、図書館・
研究室棟に付属する書庫棟についても考察する。
２．昭和初期モダニズム学舎群
　大阪市立大学の昭和初期モダニズム建築学舎（以下学舎群）は、前述の通り、1933 年から
1935 年にかけて造られた。まず、大阪商科大学高商部、予科、体育館、運動練習場、渡り廊下、
暖房機関室などが建てられた。翌 1934 年に大阪商科大学学部、図書館・研究室、書庫、及び、
経済研究所の建物が完成、1935 年に付属の門塀などが完成した。これらの建物のうち、大阪
商科大学予科と体育館、大阪商科大学学部、図書館・研究室、書庫の 5 棟及び渡り廊下が現在
の大阪市立大学のキャンパスに残る。これら 5 棟の設計は大阪市土木部建築課であり、施工は
株式会社鹿島組である。昭和 8 年発行の建築雑誌『新建築』には、設計は「主として伊藤正文
氏の手になる」との記述がある。
　分析にあたって、大阪市立大学の法人運営本部経営管理課が保管する「大阪商科大学関係図
面一式」及び大学史資料室保管の「新学舎竣工記念絵はがき」、建築雑誌『新建築』に掲載さ
れた記事、キャンパスに残存する建物を基礎資料とした。書庫棟については、竣工図面が一部
しか残っていないため、2008 年度の耐震診断に際して作成された現況図及び現地調査を基と
した。
───────────────────────────────────────────────
　（5）　『新建築』は 1925 年 ( 大正 14 年）に創刊し、現在まで発刊されている雑誌。日本の建築分野にお
ける最も主要な専門誌といえる。1933 年の『新建築』(1933.04,pp.89-94, 新建築社）に「大阪商大予
科及高商部校舎」が掲載されている。
　（6）　中嶋節子 : 大阪市立大学杉本キャンパスの近代建築について / 近代モダニズム建築をめぐる一考察、
大阪市立大学生活科学部紀要 48 号、pp.45-57、2000
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３．書庫棟
　［建築概要］ 鉄筋コンクリート造、5 階建て
  建築面積 245 ㎡、延床面積 1226 ㎡
  昭和 7 年起工、昭和 9 年竣工
  設計　大阪市土木部建築課
  施工　株式会社鹿島組
  小型昇降機 1 台
　［平面計画］
　長手が東西方向に配置された長方形平面を持つ（図 1）。各階の東側におおよそ 1：3 の比例
をした長方形の一室が設けられ、それが書庫である。廊下を挟んで西側に階段室が付随する。
階段や小型昇降機が設けられた階段室部分と書庫がある部分とは隣接しているが、廊下によっ
て明確に区分された平面構成となっている。
　図書館・研究室とは渡り廊下で接続されている（図 2）。図書館・研究室の 1 階部分にある
図書課と名付けられた部屋から渡り廊下がのび、書庫の廊下とつながっている。
　同じ平面が積層されて 5 層となっている。学舎群の中で最も高い建物である。
　平面を特徴付けるのが、1.4 メートル間隔で設けられた柱型である。リズムよく連続する柱
によって、長方形平面を持つ書庫の 1 室空間に陰影がもたらされている（図 3）（図 4）。
（図１）書庫２階平面図（大阪市立大学耐震診断用図面より）
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（図 3）書庫棟の書庫部分（2011 年撮影） （図 4）竣工記念絵はがき「大阪商科大学書庫」
（大阪市立大学大学史資料室蔵）
　　　　（図 2）大阪商科大学図書館・研究室各階平面図（大阪市立大学所蔵。右上が書庫。
　　　　　　　 書庫の左下部から図書館・研究室への渡り廊下がつながっている。）
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　［建築的特徴］
　南立面と北立面は柱型が表されている。図 5 にあるように柱型が 1 階から 5 階まで連続して
立面に表れ、庇や梁型などの水平要素は消されている。柱と柱の間に設けられた縦長の窓が高
さ方向の造形をさらに強調している。階段室のある西側外観も垂直性を意識した造形となって
いるが、柱が連続する東西面の力強い造形とは異なり、幾何学形態のボリュームの凹凸と窓に
より立面の構成が練られている（図 6）。
　垂直性をこのように強調する外観は他の学舎にはみられず、図書館・研究室が水平性を基調
とするのと対比的である。垂直性は書庫に特有のデザインであると言える。
　一方、内部空間では図 3 と図 4 から分かるように柱と梁による構造フレームの連続が力強い
印象を与える。梁部分に書架が設けられていた。
４．背景としての大阪市都市計画と「日本インターナショナル建築会」
　大阪市立大学昭和初期学舎群は大阪商科大学が創設されるのに合わせて建築されたものであ
る。当時の大阪市の市長は関一（1873〜1935）であり、関は都市の大学という理念を持って
いた（7）。当時、関が大阪市で進めていた都市計画と大阪商科大学のキャンパス計画については、
木方十根『「大学町」出現， 近代都市計画の錬金術』に詳しい（8）。関は「都市計画」という訳
語をつくった人物とも言われ、御堂筋をはじめとする大阪市の骨格を近代の理念でつくってい
く一方、同じ理念で大阪商科大学の用地選定を行なったという（9）。
───────────────────────────────────────────────
　（7）　大阪市立大学 125 年史編集委員会編 : 大阪市立大学 125 年史、2007
　（8）　木方十根 :「大学町」出現 / 近代都市計画の錬金術、2010、河出書房新社
　（9）　渡辺俊一 :「都市計画」の誕生 / 国際比較からみた日本近代都市計画、1993、柏書房
（図５） 書庫の北側立面（2011 年撮影） （図 6）書庫の西側立面（2011 年撮影）
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　木方によると、大阪市が主導した大阪の都市計画と大阪商科大学のキャンパス計画には一貫
した計画理念が通底していたという。その理念が実現していれば、大学の南側を流れる大和川
河岸に公園が設けられ、その公園緑地と一体となったキャンパスがつくられることになってい
た。ただし、計画にあった大和川公園は実現せず、キャンパス用地も変更を余儀なくされるな
ど、理念通りには実現しえなかった。この構想の特徴は、大阪市の公園・緑地計画の一部とし
てキャンパスが計画されたことにあり、その結果が、理念通りではないにしろ、学舎群におけ
る体育施設の充実や軸線を持った広場の設置として表れているとされる。体育施設は公園に求
められる運動施設としての役割を担うものとして、軸線は緑地計画の街路網の一部と読み替え
られる（図 7）。
　学舎群は、このような関市長が率いる大阪市の土木部建築課の技師たちによって設計された。
中心となった技師の伊藤正文（1896-1960）らは「日本インターナショナル建築会」のメンバー
であった。「日本インターナショナル建築会」は 1927 年に京都で設立された。欧米の著名なモ
ダニズム建築家を会員に含む広範な建築運動であり、1933 年にドイツの建築家ブルーノ・タ
ウトが来日した際には、タウトを桂離宮に案内している。
　伊藤と「日本インターナショナル建築会」については、笠原一人による「『日本インターナ
ショナル建築会』における伊藤正文の活動と建築理念について」（10）に詳しく論じられている。
笠原によると、「日本インターナショナル建築会」では「日本」における「インターナショナ
ル」という、言い換えれば、ローカルとインターナショナルという矛盾する問題をテーマに掲
げ、それに真正面から取り組んでいたという。伊藤はこのような「日本インターナショナル建
築会」のスポークスマン的存在と位置づけられている。
　1924 年、伊藤が 28 歳の時に大阪市の技師に着任している。伊藤は技師として大阪市の施設
───────────────────────────────────────────────
（10）　笠原一人 : 「日本インターナショナル建築会」における伊藤正文の活動と建築理念について、日本
建築学会計画系論文集第 566 号、pp.153-159、2003
（図 7）竣工記念絵はがき「大阪商科大学体育館」
（大阪市立大学大学史資料室蔵）
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をつくる傍ら、1927 年の「日本インターナショナル建築会」の設立に関わり、機関誌の発行
を手がけた。個人としても建築作品を手がけており、正方形の大きな開口部を正方形の格子で
分割する窓や丸窓など、大阪市立大学の昭和初期モダニズム学舍群と共通する意匠をもつ「夙
川の住宅」（1929 年、兵庫県）などをつくった（図 8）。これらの建築作品は「日本インターナ
ショナル建築会」の機関誌である雑誌『インターナショナル建築』に掲載された。
　1933 年には実質的に「日本インターナショナル建築会」の活動が停止する。「日本インター
ナショナル建築会」の活動時期と重なる時期に計画されたのが、大阪商科大学の学舍群（大阪
市立大学の昭和初期モダニズム学舎群）であった。この学舎群は、先の「夙川の住宅」にも通
じる意匠を持ち、フラットルーフ、無彩色で無装飾の外壁、ボリュームの凹凸による造形、正
方形や円形などの幾何学的造形に特徴がある。これは、伊藤が「日本インターナショナル建築
会」で探求していた造形と実質的に合致する。学校建築などの実用建築は、美術館などと比較
するとローコストであり、装飾が必要とされないため、「日本インターナショナル建築会」の
理念を実現するのに適したビルディングタイプであるとの指摘もある（11）。
　その後、伊藤は大阪市内の小学校建築を多数手掛け、43 歳の時に大阪市を依願退職。その
前後に「小学校校舎の衛生に関する研究」で日本建築学会の学術賞を受賞、母校である早稲田
大学から博士号を授与される。こうして、伊藤のローカリティへの探求は、建築保健工学の研
究へと結実する（12）。このような伊藤の軌跡は『日本近代建築史再考』のなかで、近年、聴竹
居（1928 年、京都府）の環境に配慮した試みが再評価される藤井厚二の探求に重ねられ、当
時の日本における建築文化の未熟さを補おうとする試みのひとつとして位置づけられている（13）。
　その後、大阪商科大学が統合されて大阪市立大学となる 1949 年、伊藤が 53 歳の時に、大阪
市立大学家政学部の教授として大阪市立大学に伊藤が再び関わる。その頃の家政学部には、「日
本インターナショナル建築会」の中心メンバーであった上野伊三郎やその妻で工芸デザイナー
───────────────────────────────────────────────
（11）　川島智生：日本インターナショナル建築会が遺したもの、復刻版インターナショナル建築、国書刊
行会、2008
（12）　伊藤正文：建築保健工學 , 産業圖書、1939
（13）　近江栄：日本的独自性の模索・喪失・回復 , 日本近代建築史再考、新建築社、1977
（図 8）夙川の住宅模型（2011 年和田凉制作）
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であった上野リチも教育に関わっており、昭和初期にモダニズム建築運動に関わっていたメン
バーたちが新たな住居学の教育に取り組んだ様子が伺える（14）。　　
　以上、大阪市立大学の昭和初期学舍群と設計者伊藤正文についてみてきた。学舎群がインター
ナショナルな建築を探求する伊藤正文らによって設計されたこと、「日本インターナショナル
建築会」の活動時期は 1927 年から 1933 年であり、伊藤らが学舎群を設計した時期と重なって
いることをここでは強調しておく。
５．昭和初期の大学建築
　ところで、当時の大学建築はどのようなものだったのだろうか。大阪市立大学の昭和初期学
舎群をインターナショナルな建築を模索する建築と位置づけ、その特徴を無彩色で無装飾であ
るとすると、同様の学舎は見られるのだろうか（15）。
　文化庁の「国指定文化財等データベース」で「大学」を検索すると 185 件がヒットした（16）。
このうち、古文書や工作物など建物ではないデータをのぞくと 156 件。さらに、東京女子大学
17 号館（ライシャワー館、1927 年竣工、アントニン・レーモンド設計）のように種別が住宅
であると分類されているものをのぞくと 129 件となる。この 129 件には明治から昭和までの建
物が含まれているが、このうち、明治時代のものをのぞくと 93 件、さらに戦後のものとなる
3 軒をのぞくと 90 件となる。このなかに木造の建物が 26 件あり、煉瓦造が 6 件。残りは鉄筋
コンクリート造の 58 件となる。
　この 58 件はすべて 1924 年から 1938 年の 15 年間に建てられたものであり、早稲田大学大隈
記念講堂（1927 年）のみ重要文化財で、それ以外は登録有形文化財である。そのなかで、瓦
葺きの屋根をもつ建物が 11 件。さらに、外壁が煉瓦タイル貼りのもの、当時の流行であった
スクラッチタイル貼のもの 32 件をのぞくと 15 件となる。この残った 15 件を詳細に見て行くと、
広島大学附属中・高等学校講堂（旧制広島高等学校講堂、1927 年）には石造風の意匠が施され、
ウィリアム・ヴォーリズ設計による大阪医科大学看護専門学校校舎（旧大阪高等医学専門学校
別館、1930 年）にはスクラッチタイル風の意匠が施されている。一方、大阪大学共通教育本
館（1929 年）のように、外壁の素材が比較的平滑でボリュームの凹凸だけで外観の印象が形
づくられている建物もみられる。また、東京女子大学講堂・礼拝堂（1938 年）は、アントニン・レー
モンド設計であり、コンクリートを使った初期のモダニズム建築として評価の高いオーギュス
ト・ペレによるランシーの教会堂を模したことで知られる。 
　以上をまとめると、文化財等データベースに登録されている大学関連の建物のうち、大正末
から昭和初期に建てられた鉄筋コンクリート造の建物は 58 件ある。このうちの 3/4 は瓦屋根
───────────────────────────────────────────────
（14）　大阪市立大学百年史編纂委員会：大阪市立大学百年史部局編、1983
（15）　前掲書 3) の『新建築』記事に、「外壁は灰色ソリイド仕上げ」という記述がある。
（16）　前掲 4) 文化庁国指定文化財等データベース、2012 年 6 月検索
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を冠していたり、スクラッチタイルなどによる素材感のある外観であったりした。残りの 1/4
のうち、いくつかの建物はスクラッチタイル風や石造風の外観を持つが、大阪市立大学の昭和
初期学舎群のように無装飾な外観を持つものやコンクリートによる新しい造形に挑戦する建物
もみられた。この時代のすべての大学学舍が文化財として登録されているわけではないが、ひ
とつの傾向を示しているとは言えるだろう。
　つぎに、大阪市立大学と同様の特徴を持つ旧商科大学、一橋大学と神戸大学とを比較してみ
る。1918 年の大学令により私立大学、国公立の単科大学の設置が公認され、各地で大学昇格
運動がおこる。この時期、関東大震災の影響もあり大学建物の建設が盛んとなった。3 商科大
学はそれぞれ高等商業学校から大学令による大学へと昇格、1920 年に東京商科大学（一橋大
学）、1928 年に大阪商科大学（大阪市立大学）、1929 年に神戸商業大学（神戸大学）とそれぞ
れ昇格した。
　一橋大学にも昭和初期の学舎群が残っている。そのうちのひとつ、一橋大学兼松講堂（1927
年）は東京商科大学が国立に移転する際のシンボル的建築とされ、寄付で建設された（図 9）。
鉄筋コンクリート造 2 階建ての建物で、スクラッチタイル貼の外観をしている（17）。設計は伊
東忠太であり、アーチによる開口部と怪獣のモチーフが随所にみられる。他にも付属図書館
（1930 年）、本館（1930 年）、東本館（1929 年）などがあり、いずれも兼松講堂に準じた造形
となっている。
───────────────────────────────────────────────
（17）　一橋大学広報委員会：一橋大学広報誌「HQ」Vol.1
（図 9）一橋大学兼松講堂（『一橋大学広報誌「HQ」Vo1.1』より）
（図 10）神戸大学講堂（『神戸大学出光佐三記念六甲台講堂施設案内』より）
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　神戸大学の昭和初期学舎群は登録有形文化財として 4 棟が登録されている。神戸大学本館
（1932 年）、神戸大学人文社会系図書館（1933）、神戸大学兼松記念館（1934）、神戸大学講堂
（1935 年， 図 10）である。いずれもスクラッチタイル貼りのアーチがある外観で、ロマネスク
様式であるロンバルディア帯の装飾をもつ。
　これに対して、大阪市立大学の昭和初期学舎群は、装飾がないこと、外壁素材に凹凸がなく
無彩色であること、フラットルーフであることに特徴がある。このような造形は、1920 年代
にヨーロッパで盛んとなったインターナショナル・スタイルの建築の特徴と合致し、現存する
昭和初期の大学建築として貴重なインターナショナル・スタイルによる造形であると言えるだ
ろう。
６．学舎群の造形
　これまでみてきた通り、大阪市立大学の昭和初期学舎群は「日本インターナショナル建築会」
の中心人物であった伊藤正文らによって手がけられた建築であり、新しい時代の建築であった。
では、具体的にどのような造形が探求されていたのであろうか。本項では学舎群の造形的な特
徴を分析する。学舎群を特徴付けているのは、一見装飾のない立面である。しかし、立面には
様々な表情がみられる。書庫と 5 棟の学舎について、壁面の構成に特に着目してそれぞれの造
形を詳細にみていく。
左右対称形による広場正面の立面
　書庫棟の立面構成には左右対称が見られないが、それ以外の高商部、予科、大学学部、体育
館、図書館・研究室の 5 棟には左右対称の立面が見られる。　
　高商部、予科、大学学部については、広場に面する立面が左右対称形の堂々とした正面の立
面を形成し、やや古典的な構成による象徴的な景観が広場を取り囲むようになっている。いず
れの立面も階段室が中心に据えられ、高く伸びる階段室ボリュームの両翼に諸室が伸びる。そ
の両側を柱型が列柱のように並び、陰影のリズムを作り出す。そこに、円形モチーフと庇が変
化をもたらす（図 11）（図 12）（図 13）。
　体育館も広場に面して正面の立面を形成し、切妻屋根の妻面を中心とした左右対称の立面と
なっている（図 14）。
　図書館・研究室は正面の立面が 2 面あるような構成となっており、一方の広場に面して研究
室の正面玄関が設けられ、もう一方の道路に面して図書館の正面玄関が設けられている。広場
に面した立面は、一見すると左右対称が崩れているが、よく見ると平面図に表れているように、
北端部 1 スパンの柱型を隠すことにより、階段室を中心とした 6 スパンの正方形開口部が左右
に連続する対称の立面をつくり出している（図 15）（図 16）。中央の玄関には左右に丸窓があ
けられ、中心性を強調している。さらに、1 階部分の庇が壁面を逆 U の字に取り囲み、2 階部
分の庇は水平に側面へと回り込んでいる。
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（図 11）竣工記念絵はがき「大阪商科大学高商部」（大阪市立大学大学史資料室蔵、に加筆）
（図 12）竣工記念絵はがき「大阪商科大学予科」（大阪市立大学大学史資料室蔵、に加筆）
（図 13）竣工記念絵はがき「大阪商科大学学部」（大阪市立大学大学史資料室蔵、に加筆）
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（図 14）大阪商科大学体育館正面図（大阪市立大学所蔵、に加筆）
（図 15）大阪商科大学研究正面図（大阪市立大学所蔵、に加筆）
（図 16）大阪商科大学図書館・研究室各階平面図（大阪市立大学所蔵、に加筆）
端部の１スパンのみ
柱型が外壁に表れない
中心からずれた入り口
そのずれを強調するように半円形の
バルコニーが設けられている
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　以上のように、書庫を除く 5 棟の学舎は広場に面しており、その正面の立面は、学問府とし
ての権威や象徴を表すように左右対称の古典的な構成となっている。しかし、その造形は古典
的な様式を用いたものではなく、柱型や庇という機能的に説明できる造形要素と円形モチーフ
や正方形の開口部などの幾何学形態によるデザインとなっている。
古典的な造形と自由な造形
　前項では古典的な左右対称の構成による正面の立面とその造形について明らかにした。つい
で、正面以外の立面の造形について分析する。
　学舎群の造形には、古典的な様相の正面の立面がある一方で、背面や側面の立面にも様々な
造形がみられる。この背面や側面にも正面の立面と同様の注目が集まっていることが当時の建
築専門誌から伺える。例えば、大阪商科大学の学舎竣工記念絵はがきには、各学舎の正面の外
観と内観が写っているのみであるが、建築専門誌である『新建築』にはそれ以外の外観が多
く掲載されている。昭和 8 年に『新建築』に掲載された学舎群の写真は 13 枚であるが、この
うち正面の立面を写した写真は5枚であり、背面や側面の立面を写した写真も5枚である。他
は、内観が2枚、暖房機関室を写したものが 1 枚である。同年 10 月に発行された日本建築協会
の機関誌『建築と社会』は学校建築を特集テーマとしている。これに掲載された写真は 4 枚で、
こちらは正面が 2 枚、背面も同じく 2 枚が掲載されている。ちなみに、隣の頁に掲載された
「東京帝国大学法学部経済学部」の写真は斜め前方からみる正面写真が1枚、内観写真が 1 枚で、
背面の掲載はない。
　個別の造形をみていく。高商部の背面では、雑誌『新建築』にも掲載されているコーナー部
の造形が見どころとなっている。中央部の3階建ての 1、2 階部分がボリュームとして飛び出し、
コーナー部では 1 階から 2 階、2 階から 3 階へと平面的にずらされた階段室により立面が立体
的に凹凸する構成がつくられている（図 17）。図 18 は高商部、予科、体育館のあるキャンパ
（図 17）「大阪商科大学高商部背面」（『新建築 1933.04』に加筆）
大阪市立大学史紀要　第 5 号（2012年）14
スの背面の全景である。高商部の側面には、図 18 の暖房機関室の左隣の外観にみられる通り、
ガラスによる大きな開口部がある壁面と開口のない平滑な壁面との対比がみられる。予科の背
面の立面は中央部に 2 層分のボリュームの飛び出しを持つ。このボリュームは柱型の出ない開
口部の穴だけが分かる量感のある箱となっており、柱型が連続しつつ大きな開口を持つ陰影の
ある背後の壁面と対比している。また、階段室の位置が左右非対称に設けられているため、階
段室ボリュームも左右対称を崩している。体育館では切妻ボリュームの形状を引き立たせるよ
うに、水平に伸びる庇がつくられている。
（図 19）大阪商科大学学部背面図（大阪市立大学所蔵、に加筆）
（図 18）「大阪商科大学背面全景」（『新建築 1933.04』に加筆。
　　　　　右から、暖房機関室とその煙突、高商部、体育館、予科）
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　　　　　　　　（図 20）大阪商科大学図書館・研究室の図書館正面図及び東側立面図
　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪市立大学所蔵、に加筆）
（図 21）図書館・研究室の図書館側の立面（『関西の
モダニズム建築 20 選』より）
（図 22）旧大阪商科大学新聞雑誌閲覧室（円
形の張り出しボリュームの内部にな
る。2011 年撮影）
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　改めて全景を見てみると、三角形や四角形、円形、水平線や垂直線による幾何学形態を自由
に構成した立面に気がつく。暖房機関室の煙突と相まって表現主義の世界に迷い込んだように
見えないだろうか。正方形、三角形、煙突の円柱、積み木を並べたかのような幾何学ボリュー
ムの配置。その造形を背後の壁が引き立てている。背後の壁は、柱型と大開口部によって構成
され、陰影のある立面をつくり出す。その影のある壁面から、固まり状のボリュームが飛び出す。
　ついで、大学学部の背面の立面でも、大きな開口と柱型の表れる陰影のある壁面と柱型のみ
えない平滑なボリュームによる壁面の対比がみられる。ここでも階段室の位置が左右で異なる
ため、立面の塔屋の見え方も異なる（図 19）。
　図書館・研究室は、前述の通り、広場に面した立面がすでに左右対象をやや崩している。そ
の左側面を構成する道路に面した立面は図書館入口であり、こちらも正面の立面と読んでいい
ような位置づけである。こちらはまったく左右対称とは異なる立面をしており、特に西端の
円形ボリュームと階段室部分は学舎群で最も自由な造形が表れているとも言える（図 20）（図
21）（図 22）。階段室が左によった部分に設けられ、屋上に登る階段が下階の階段室の左横に
設けられることで、より左方向へとの動きをつくり出している。その左側へと庇が連続してい
くと半円形のボリュームとなる。
　書庫は図書館・研究室の裏手にある建物で、すべての立面が裏側であると言ってもいいよう
な位置にあり、どこが正面の立面か判然としない。前述の通り、書庫の立面は左右対称性とは
無縁であり、書庫部分と階段室部分で開口部や柱型の扱いが異なる立面構成となっている。南
北面は柱型により垂直性が強調される迫力ある造形で、西面はボリュームの凹凸と丸窓のリズ
ムが印象的である。いずれの面も垂直性を意識した造形をもつ。
　以上、学舎群の側面や背面の立面を分析した。左右対称に捉われない自由な構成、大きな開
口と柱型による凹凸のある壁面と平滑な壁面との対比がみられること、階段室の平面をずらす
ことによる螺旋状に上昇する造形など、凹凸するボリュームを立体的に構成しようとする取り
組みが明らかになった。
　このような造形は、左右対称による正面の立面とは異なる構成である。中嶋は、図書館・研
究室の自由な造形について、ビルディングタイプに起用すると考察する。高商部や予科、大学
学部は校舎であり、「学問の府」としての権威性・象徴性が求められるが図書館はそのような
束縛から自由であると言う（18）。そのような観点で学舎群を捉えると、体育館と図書館・研究室、
書庫でより造形の自由さが見られることと合致する。学舎群に見られる自由な造形は、正面よ
りは側面や背面の立面に表れ、教室のある校舎よりは体育館や図書館、書庫などの付属的な施
設に表れるといえる。それは大学としての権威を表そうとする姿勢と「日本インターナショナ
ル建築会」の理念にも通じる新しい時代の建築をつくろうとする意気込みとの2面性の表れで
はないだろうか。幾何学形による造形の中に葛藤が読み取れる。
───────────────────────────────────────────────
（18）　前掲書 6)
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７．おわりに
 　本稿では、大阪市立大学の昭和初期モダニズム学舎群の造形的特徴について考察した。
　学舎設計の背景には「日本インターナショナル建築会」の活動があった。学舎群は大阪市が
都市計画を進めるなかで、その立地や配置計画が練られてできあがったもので、大阪市の技師
たちによって設計された。この技師の主任が伊藤正文で、学舎群の設計の傍ら、伊藤たち技師
は「日本インターナショナル建築会」の活動に参加し、日本にとってのインターナショナルな
建築を模索した。そのような背景のもとにつくられたのが大阪市立大学の昭和初期学舎群であ
る。その造形的特徴を整理すると次のようになる。
　◦広場正面の立面は左右対称の構成でやや古典的であり、大学としての権威を感じさせるも
のとなっている。
　◦広場正面の立面で左右対称を構成しているのは、柱型や開口部、庇といった機能的・構造
的に必要な要素である。
　◦広場正面以外の立面は左右対称にこだわらず、立体的にボリュームが凹凸する動きがある
構成となっている。
　◦広場正面以外の立面では、立体的な造形を強調するように壁面が扱われている。飛び出し
たボリュームは開口部が小さく、ボリュームが塊状に認識される比較的平滑な外壁である。
背後にあるボリュームの壁面は、柱型と大開口による陰影のある外壁である。この対比に
より、立体的な造形が強調されている。
　◦立体的に動きのある自由な造形は、次のような場所で見られる。広場正面よりは背面や側
面の立面でみられ、ビルディングタイプの違いが造形の違いに通じている。高商部や予科、
大学学部などの学舍よりは、図書館・研究室、体育館、書庫の造形が自由である。
　以上、大学としての権威を意識させる陰影のある左右対称形による広場正面の立面がつくら
れる一方で、より自由に造形される背面や側面の立面の存在とその造形を明らかにした。大阪
市立大学の昭和初期モダニズム学舎群をみたとき、広場正面の外観につい目がいってしまいが
ちであるが、実は背面や側面にも造形的探求が見られ、そこにも魅力が詰まっているのである。
今後は、これらの造形的探求が昭和初期モダニズム建築の潮流の中でどのように位置づけられ
るのかの考察を進めることが課題である。
（付記）図 3・5・6・22 は、写真家の市川靖史氏の撮影によるものである。
             　　　　　　　（こいけ　しほこ・大阪市立大学生活科学研究科准教授）
